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研究成果の概要（和文）：本研究は、主権国家間の関係やパワーに基づいた従来からの国際関係論の分析手法を
乗り越え、国際関係を規定する本質的なファクターに焦点を当てることにより、境界地域の「生活圏」を足場と
した「新しい地政学」の成立に向けた一助とすることを目的とした。
毎年国内外でのセミナーやシンポジウムで研究成果を共有し、書籍『入門国境学：領土・主権・イデオロギー』
（中公新書）やJapan’s Border Issues: Pitfalls and Prospects（Routledge）などを刊行した。またボーダ
ーツーリズム（国境観光）についても、旧来にない新たな成果の地平を切り開いた。

研究成果の概要（英文）：This research project has sought to move beyond the analytical methods used 
in international relations by focussing on the fundamental factors that define international 
relations, and to establish a new way of studying political geography that is based on the spheres 
of daily activity of people living in border regions.
The project has been publicized abroad through panels organized annually with overseas researchers, 
and through publication in the Principal Investigator’s Introduction to Border Studies: territory, 
sovereignty, ideology (Chuko Shinsho-in Japanese), and Japan’s Border Issues: Pitfalls and 
Prospects (Routledge). Regarding border tourism, it has opened new ground for the field.

研究分野： ボーダースタディーズ（国境学）、国際関係
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
境界現象とは、人間が生存する実態空間

そのもの及びその人間の有する空間及び集
合認識のなかで派生する差異化（つまり、
自他の区別）をもたらすあらゆる現象を指
し、いわば境界研究（ボーダースタディー
ズ）はその形成及び変容ならびに紛争回避
メカニズムの解明にある。 
現代社会においては、実態空間としては

国と国の接触点（国境）や民族と民族が対
立あるいは協力する様々な衝突点が存在す
る。そしてそのボーダーに分断されて、あ
るいはボーダーを跨いで生活する人々は、
その実態に左右されながらも、ある場所で
は自他の認識を鮮明に、別の場所では曖昧
なグラデーションをもって表象する。 
もとよりこれらの境界は実態でも認識で

もズレを抱え込みながら、歴史のなかで再
生産され続ける。境界研究はこのような境
界現象にかかわる問題をどのように読み解
くかという問題意識を共有しつつ、具体的
なエリアにおいて問題の存在を探り、その
問題の様態を考察し、解決方法を模索し、
その実現に向けて提言をも行う学問領域で
ある。 
世界には、北米西海岸で誕生し欧州へ拡

大しつつある Association for Borderlands 
Studies (ABS）、冷戦終結時に欧州で生まれ
南米・アジアへと展開した Border Regions 
in Transition (BRIT)、世界の国境・境界
画定のデータを集積し、実務者を交えて研
究提言を行うダラム大学 International 
Boundaries Research Unit (IBRU)などの国
際組織が存在するが、日本及び東アジアの
研究活動は十分に組織化されないでいた。 
北海道大学グローバルCOEプログラム「境

界研究の拠点形成：スラブ・ユーラシアと
世界」（平成 21-25 年度）により、基礎が固
まった境界研究の知見をもとに、本研究は、
地理学、社会学、法学、文化学など多領域
に跨がる境界研究の知見や成果を特に国際
関係の分野に応用することを狙いとした。 
境界研究が国境・境界地域の現場を重視

したミクロな手法を基礎とするかぎり、世
界の政治を眺望する国際関係研究とはある
意味で距離感ある存在であることは、申請
当時、否めなかった。しかしながら、研究
代表者は、新学術領域研究「ユーラシア地
域大国の比較研究」国際関係班の共同研究
により、国境・境界問題が国際政治の力学
を規定する深度、翻ってパワーとパワーの
関係性や同盟が国境・境界問題の「紛争化」
「凍結」「解決」などに与えるインパクトを
見いだすことができていた。それに伴い、
本研究は、国境・境界問題と国際関係の相
関性及び相乗性を本格的に分析する挑戦的

なものと位置付けられた。 
 
２．研究の目的 
国際関係研究は様々な分析ツールの開発

やその適用成果の上に成立しており、もはや
主権国家間の関係を軸に、パワーを主要とし
たアクターとし、パワーの相関によって世界
を読み解くアプローチはいささか古典的か
もしれない。しかしながら、今なお、ワシン
トンを始めとする対外政策コミュニティの
多くは、もちろん、宗教やイデオロギー、民
主主義などの価値、相互依存や国際統合、コ
ンストラクティビズムの有意性などを意識
しつつも、パワーの相関に基づいた分析に依
拠する傾向が強い。従って、国家間関係の分
析に焦点を当てる手法はいまだ国際関係の
現状と展望を読み解くうえで十全たる有用
性をもっていることは否定できない。 
しかしながら、パワーの相関を軸に国際関

係の様態を解析するとき、捨象されるものの
なかに国際関係を規定する本質的なファク
ターがいくつかあると思われる。その一つが
国家間の空間近接性、つまり、国境・境界の
共有の問題である。これまでの国家間研究に
おいてこの空間近接の問題はかなりの程度、
無視されてきた。 
中国やロシア、インドなど大陸で近接空間

を有する国家間の関係は、明らかに別の大陸
のパワー、例えば米国との関係性とは異質の
ものである。にもかかわらず、これまでの研
究はこの空間性の相違、あるいは同質性を十
分にはファクターとして組み込んではこな
かった。 
そこで本研究では、空間近接の問題を、海

や陸といった地理学的な文脈に拡大すると
ともに、空間を越えるモメンタム（空域や宇
宙などのパワープロジェクション）、空間を
つなぐモメンタム（経済的利益の共有、相互
依存、統合など）などを分析枠組に取り入れ
ながら、国際関係を規定する新たなファクタ
ーの分析を展開した。さしあたり、研究フィ
ールドをアジア・ユーラシアにおくが、北
米・欧州に関わる国際関係研究者との協働に
より、普遍的なモデルづくりの端緒を目指し
た。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者・研究分担者・連携

研究者が理論とフィールドの双方に目配り
をしながら、地域研究の手法に則りつつ、同
時に政治学や地理学の理論的アプローチを
用いて、重層的に研究を行った。方法論とし
ては、境界研究・政治地理、パワーと同盟、
経済と相互依存の三つの観点を重視し、それ
ぞれのフィールドとして、中央ユーラシア、
北東アジア、東南アジア、南アジア、日本、
北米、EU などを上記の観点から分析した。 
 



４．研究成果 
本研究は、主権国家間の関係やパワーに基

づいた従来からの国際関係論の分析手法を
乗り越え、これまで捨象されてきた国家間の
空間的近接性、国境・境界の問題という国際
関係を規定する本質的なファクターに焦点
を当てることにより、境界地域のミクロな
「生活圏」を足場とした「下からの」政治地
理学、「新しい地政学」の成立に向けた新し
い視座を見出すことに成功した。 
理論的な分野では、毎年、国内向けのセミ

ナーを札幌、東京、大阪、福岡などで、国際
シンポジウム・セミナーも札幌、小倉、福岡
で開催した。これを通じて、旧来の地域研究
のたこつぼ的な状況を乗り越える、分析の共
通ツールを発見した。それが１）境界（地域）
の変化にかかわるタイムラインの抽出、２）
国境（地域）における透過性の位相の比較、
３）国境（地域）に対する社会構築のレベル
と様態の比較、といった枠組であった。これ
らのツールの共有とそれに基づいた分析の
結 果 は 、 海 外 で も 、 Association for 
Borderlands Studies の年次集会（米国）や
Border Regions in Transition のシンポジウ
ム（ドイツ・デンマーク）などの場で共有さ
れ、これはパネルやセッションを海外の研究
者と一緒につくるプロセスのなかで展開し
た。 
書籍としての成果は研究代表者による『入

門国境学：領土・主権・イデオロギー』（中
公新書）や Japan’s Border Issues: Pitfalls 
and Prospects（Routledge）が代表作となる
が、それ以外にも様々な英文和文雑誌で成果
は公刊されている。また国境地域の「生活圏」、
これをもとにしたボーダーツーリズム（国境
観光）についても（境界自治体で構成される）
境界地域研究ネットワーク JAPAN 及び NPO な
どとの連携により、本研究においては、旧来
にない新たな成果の地平を切り開いた。その
成果の代表例が『ボーダーツーリズム』（北
大出版会）である。 
また本研究の成果は、北海道大学スラブ・

ユーラシア研究センター・境界研究ユニット
（UBRJ）の web 上で日英両言語で公開されて
いる。 
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